
Kinship : Kinship Terminology and
Respect-Avoidance Behavior in Pulap, Central
Carolines

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 小松, 和彦

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00003729URL



小松  ポンナップ島の親族名称と表敬・忌避行動

ポンナ ップ島の親族名称 と表敬 ・忌避行動

小  松  和  彦*

1.は じめに

n.ポ ンナップ島の概況

皿.母 系出自集団

IV.親 族 名称

V.表 敬 ・忌 避 行 動

W.ま とめ

1.は じ め に

 ミクロネシアの中央カロリン諸島の小さな島々は母系出自原理によって社会集団を

形成 していることで知 られている。 しか しながら,こ れらの島々を親族名称の観点か

ら眺め渡 してみると,た とえば,本 稿で紹介するポンナップ社会のようにクロウ型親

族名称を用いる社会と,こ のポンナップに比較的近いサタワル島や トラック本島のよ

うにハワイ型親族名称を用いる社会があることに気づ く[須藤 1980;GOODENOUGH

1966]。 これらの島々の生態学的自然環境はよ く似ているのであるが,人 間が社会生

活を営む上で基礎 となる社会集団が異なった原理(親 族名称)で 編成されているとい

うことは,当 然人びとの行動様式や思考様式やその他の文化的産物に反映されてもし

かるべきだと考えられる[SPOEHR l949]。

 だが,こ の点に関してまだわれわれは充分な検討を加えるまでには至っていない。

われわれは,ハ ワイ型からクロウ型への歴史的変化や,そ の逆のクロウ型からハ ワイ

型への変化などを推定 しうるわけであるが,ま だ個々の調査地の親族名称の変化につ

いての推測の域を出ているとはいえない。たとえば,ポ ンナップや トラック本島のフ

ェファン島(秋 島)お よびポンナップに近いポロワット環礁などの親族名称 とその変

化についての簡単な私自身の調査によれば,ク ロウ型からハワイ型へと変化したよう

にも思えるのだが,こ れまたまだ印象に基づ くもので しかな い。 む しろ,須 藤健一

[1980]が サタワル島の親族名称と忌避行動との関連についての報告を行なったよう

な,個 々の島々の親族名称 とその機能についての研究を丹念に積み上げ,充 分な調査
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資料が出揃ったところで,そ れらの比較研究を試み,そ の歴史的変化についての仮説

を立てることが必要だということを痛切に感 じる。

 そこで,本 稿では,ポ ンナ ップの親族名称とそれが重要な役割を果 している母系ク

ラン間の表敬 ・忌避行動について記述することにする。すなわち,こ の論文の目的は,

一つには
,こ れから積み重ねていくことになるポンナップの文化に関する研究の基礎

的情報を提供すること,い ま一つは,上 述のような親族名称についての問題を解 くた

めの資料をつくること,そ してもう0つ は,そ の機能の0つ として表敬 ・忌避行動を

紹介することにある。

亜.ポ ンナ ップ 島の概 況

 ポ ンナ ップ環礁(Pulap Atoll)は,ト ラ ック環礁 の西方約160マ イル,北 緯7度33

分,東 経149度25分 に位置す る小 さな美 しいサ ンゴ礁 島で ある。ポ ンナ ップ環礁の南

西約20マ イルの洋上 にポ ロワッ ト環礁,北 方約60マ イルの位 置にナモヌイ ト環礁があ

る。 ポ ンナ ップ環礁 は,ポ ンナ ップ,タ マタム,フ ァナチ ックの三つのサ ンゴ礁島か

らな り,こ の うちファナチ ック島は無人島でポ ンナ ップの首長 ク ランが所有 している。

私 が調査のために滞在 したのは,三 つの島のなかで ももっとも大 きなポ ンナ ップ島で,

人 口およそ500人,面 積は0.262平 方 マイルである。

 気 候,環 境,植 物相,基 本 的な文化様式のいずれ も,熱 帯太平洋の島々 とほとんど

変わ らない[fiLKIRE l977]。 一 世代 に一度 か二度 くらいの割合で破壊的な台風 に襲

われ ることを除 けば,シ ャワー と呼ばれる一時的な降雨 と蒸 し暑 い晴れの繰 り返 しの

毎 日が続 き,10月 か ら3月 まで の間は,快 い北東貿易風のために多少 しのぎやす い。

 ポ ンナ ップの人び とは伝統 的な食物 と船 で運 ばれて来 る輸入食品 との混合 した食事

をと ってい る。伝統的な主食 はタロイモ とパ ンの実であ り,そ の他 に海か らモーター

ボー トや伝統 的な カヌーで とって きた鮮魚,貝,コ コナ ッツ,そ して ときどき豚やニ

ワ トリ,犬,亀,野 鳥などを食べて いる。また,バ ナナやパパ イヤなど も食 べるが,

あ くまで副食 である。店で買 う食品は米で,ア メ リカ政府か らの援助米が定 期的に入

って来 ることもあって,パ ンの実,タ ロイモ と並んで,い まやポ ンナ ップ島民の主食

の一つ にな りつつある。 この ほかにビスケ ッ ト,カ ンづ めの魚 や コー ンビーフ,イ ン

スタ ン トラーメ ン,塩,砂 糖,コ ー ヒー,紅 茶,料 理用油,シ ョウ油な どを店 か ら購

入す る。

 また,タ バ コ好 きの ポンナ ップ人は,タ バ コをた いへん価値 のあるもの とみな して
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おり,小 学校教師などの少数の公務員を除 く島民の主要な現金収入源であるコブラの

代金の大半はタバ コを購入するのに使われる。タバコは葬式や祝宴などのさいになさ

れる儀礼的交換物のなかでも重要なものの一つとなっている。衣服は男はふんどし,

女は腰巻だけである。布はもっとも価値のあるものとされ,儀 礼的交換物の中心的位

置を占めている。住居は,パ ンの木やヤシの木で骨格をつくり,パ ンの木の葉やヤシ

の葉を編んだ屋根や風よけを付けるといった極めて簡単な伝統的な家がまだ多いが,

台風などの被害を受けやすいので,最 近では木造の日本風あるいはコンクリー ト作り

の洋風の住居 も増えつつある。主食のタロイモの栽培に従事するのは女たちであり,

男たちはもっぱら魚とりとカヌー作りや家作 りなどの仕事 に従事する。ヤシ酒の製造

が許されているので,男 たちによるヤシ酒作 りが盛んに行なわれ,午 後になるとあち

こちで親 しい者たちが何人か集って酒盛りが始まる。かつて女たちもヤシ酒を飲むこ

とを許されたことがあったが,ト ラブルが多いため,現 在は女たちが酒を飲むことは

できない。

 ポンナップの伝説によれば,こ の島は遠い昔には神々が住んでいた聖なる島であっ

たとされており,と くにパ リューラップ(Ppalizv-Zψ)と ワリエン(防 勿8㎎)と 呼ば

れる神々が前後して居を構えていたという[小 松1985]。 実際,第 二次大戦後に全島

をあげてキリス ト教に改宗するまで,島 の東測の海岸近 くに,ワ リエン神を祭った神

殿が設けられており,ポ ンナップ人のみでなく,近 隣の島々の航海者たちからも厚い

信仰を受けていた。ポンナップという名前の意味については,い くつかの説があるが,

ある説によれば,"偉 大なる船長"と いう意味であるという。すなわちポンナップ人は

ヵロリン諸島の航海者たちの信仰するワリエン神やパ リューラップ神から直接的に航

海術を教授された最も優秀な航海者たちであり,そ れにちなんで島名もポンナップと

名付けられたわけである[小 松 1985]。

皿.母 系 出 自 集 団

 ミク ロネシア,と くにカロ リン諸島の出 自原理 は母系出 自が一般 的であるが,ポ ン

ナ ップの親族集団 もまた母系を強調す ることによって形成 されている。 ポンナ ップ人

はアイナ ン(y痒in疣g)と 呼 ばれ る母系 出自集団 に生 まれお ちる6ア イナ ンとい う語

で指示 され る母系 出自集団は,ク ラ ン,サ ブ ・クラン,ロ0カ ル ・クラン,リ ネ ッジ

の4つ の人類 学用語 によって区別す ることがで きる。

 ク ランは,共 通 の名前を有する人び とのカテゴ リーで,母 系 出自原理 によ って,個
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人 は彼の母の クランに属す る。 ポンナ ップ には6つ のクランが存在 してい る。それ ぞ

れのクランのメ ンバーたちは,ポ ンナ ップにのみ限定 されているわ けではな く,他 の

島 々に も同 じクラン名をもつ人び とが住んでいる。 クランは第一 に外婚の単位で あっ

て,同 じ名前 をも った人 びとは互いに弱 い親族意識 を持 っている。つま り母系 的に継

続 され るク ランのみが血 のつなが りを示 す指標 とな っているわけである。 この レヴェ

ルの母系 出自集団 は,厳 密な意味での"集 団",つ ま り組織を構 成 して いるわけでは

ない。ポ ンナ ップのそれぞれのク ランのメ ンバ ーた ちは,自 分 と同 じクランの メンバ

ーたちがカロ リン諸島や ミクロネ シアの どの島 々に住 んで いるのかを正 しく知 らない。

このため,ポ ンナ ップの人びとは,彼 が初 めて訪 問する島 に,自 分たち と同 じクラン

のメ ンバ ーが住んでい るかどうかを予め知 ることがで きな いわけであ る。

 クランの重要な機能は,婚 姻規制を除 くと,他 島か ら同 じクランのメ ンバ ーが来訪

したときに,彼 らを歓待す るとい うことにあ る。来訪者はその島に同 じクラン ・メン

バ ーが いると,彼 らの保護 を受ける。

 サ ブ ・クランは,正 確 に系譜をた どることはで きな いが,同 一 の祖先か ら分 かれた

という明確な伝承 を共有 して いるクラ ン ・メンバ ーた ちの集団で,メ ンバ ーたちは多

くの島 々に分散 しているが,ク ランの範囲 よりも狭 い集団である。彼 らの結 びつ きは

強 く,社 会 的交渉 をもつ機会 も多い。た とえば,ポ ンナ ップの6つ の クランの1つ で

あるプ ール ・クラン(Pw鳬1 clan)は,19世 紀 後半 にポ ンナ ップを 襲 った大型台風 に

よって打撃 を受 けた後,し ば らくの間,ト ラ ックのオ レ(Woney)島 に移住 した。彼 ら

はやがてポ ンナ ップに再び戻 ったが,一 人の娘 がオ レの男 と結婚 して,オ レに残 り,そ

の地 にプ ール の子孫 を増や した。 そこで,現 在で も,プ ール のメ ンバ ーたちが トラッ

クを訪問す ると きは,オ レのプ ールの人び との保護を受け,ま た逆 にオ レのプールの

人び とがポ ンナ ップを訪 れた ときには,ポ ンナ ップのプールの人 びとの保護 を受 ける。

 これまでそ うしたサブ ・クランの メンバ ーを もたなか った島 に,ポ ンナ ップの女が

結婚 して移 り住んだ とき,そ こに新 たな サブ ・クランが形成 され ることにな る。サ ブ

・クラ ンは他島 との間の友好 関係 もしくは交易を維 持するための最 も重要な社会 的単

位で あるが,い くつかの島に分散 しているため に,以 下で述べ るローカル ・クラ ンや

リネ ッジに見 い出されるよ うな,自 律 的集団を形成 していな い。

 ロ ーカル ・クランは,ポ ンナ ップに住む クラン ・メ ンバ ーか ら形成 された最大の自

律 的母系 出自集団で,そ のメ ンバ0た ちは強 い集団意識で結 ばれている。 ローカル ・

クランの メンバー間 の結 びつ きは,日 常生活,経 済,政 治,教 育,宗 教な どのあ らゆ

る側面 にわた っている。 ローカル ・クランは,サ ブ ・クラ ンには欠 けて いた集団 とし
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ての統0性 とは っきりした リーダ ーシ ップを もった男性の長老 の存在 によ って特徴づ

け られている。彼 はハ モナン ・アイナン(hamzvol-6π ヲ妙ε滋㎎・)つま りアイナ ンの長 と

い うタイ トルを もち,彼 の属 するローカル ・クランの政治的 ・社会 的指導者であ る。

彼の提案 ・決定は彼 の ローカル ・ク ランのメンバ ーに対 して絶対的で あ り,メ ンバ ー

た ちはそれに背 くことはで きない。 ローカル ・クランにおける地位の上下 関係は,年

齢 ・性別 によ って厳 しく秩序化 されている。すなわ ち,女 性 に対す る男性 の,年 少者

に対す る年 長者の優位性 が厳 しく確立されてお り,そ の優位性はア ッパ ロ(ク 吻 ω6ん)

と呼 ばれ る表敬 も しくは忌避行動によ って示 されて いる。

 ポ ンナ ップにある6つ の ローカル ・クランは,あ る程度の ランクづ けがな されてお

り,最 上位の ローカル ・クラ ンの長が この島の首長で もあ る。首長 は島内のすべての

事柄 の最終的責任者であ り,彼 の決定 に全島民が従 わね ばな らない。彼は島の根源 的

な所有者であ ると考 えられているので,パ ンの実 やタロイモの収穫期 には,彼 はその

最初 の収穫物を島民たちか ら受 け取 る。

 リネ ッジは ローカル ・クランの下位集団 ともい うべ き集団で,2つ もしくはそれ以

上の リネ ッジが集ま ってローカル ・クランが構成 される。つま り,リ ネ ッジはローカ

ル ・クランが人 口増加 のためなどで分枝す るか,他 島か ら異な った系 統で あるが同 じ

クラン名をもつ女性が婚入 して きて子孫 を作 った ときに形成 され る。 リネ ッジのメン

バ ーは互いにはっきりとした系譜 関係を もち,リ ネ ッジ ・リーダ ーとしての最長老の

指導の もとに自律集団を形成 してい るが,リ ネ ッジの レベルで対処で きない ことがあ

れ ば,他 の リネ ッジと共 同 して ローカル ・クランと してそれに対処す る。 ポンナ ップ

で私た ちが観察す る集団は,こ れ ら4つ の レベルの うちの ローカル ・クランもしくは

リネ ッジの レベル の母系集団で ある。

 この ようにアイナ ンとい う語 はポ ンナ ップにおいては4つ の レヴェルに区別 して記

述 しうるわ けであるが,こ れまでに述べ たことか らも明 らかな ように,日 常生活 にお

いて重要な役割を占あているのは ローカル ・クランもしくは リネ ッジの意 味で のアイ

ナ ンで ある。 ポンナ ップに生 まれた個人 は,彼 の ローカル ・クラ ンのメ ンバーた ちに

育て られ,教 育 され,一 人前の人間になる。 やがて年長者 にな ると,こ ん どは年少者

た ちを育て,教 育 し,長 生 きすれば,ロ ーカル ・クランや リネ ッジの リーダ ーとな る

可能性 もあるわ けであ る。

 ポ ンナ ップの親族体系は,こ の ように母系出自集団を基礎 として構成 され,こ れが

島における社会組織の基本集 団ともな るわ けであるが,い ま一 つ重要な社会単位 とし

ての家族 についても述べてお く必要 がある。 ポンナ ップの結婚後の居住形式は妻方居

                                     77
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住で あるので,結 婚後,夫 は妻 の住む土地 に移動す る。最近で は,日 常生活 は核家族

化 して いるが,伝 統的な家族生活 は,・同 じ リネ ッジのメンバ ーた ちを中心 に した母系

的大家族で あった。すなわ ち,妻 方居住の結果,リ ネ ッジメ ンバ ーの うち男性 メンバ

ーは婚 出 して妻 の リネ ッジの土地 に移動 し
,逆 に女性 メ ンバーの夫は妻 の リネ ッジの

土地 に婚入 して来 る。つま り,結 婚 した男た ちは妻 の リネ ッジ ・メ ンバ ーたち と共に

生活す ることにな るわ けであ る。 このような観点か ら眺めると,実 際の 日常生活は,

同 じリネッジに属す る女性 メ ンバ ーとその夫 および未婚の男性 リネ ッジ ・メ ンバ ーか

らな る社会集団が存在 していることにな る。 ここでは本来 の男性の リネ ッジ ・メンバ

ーを第1次 的メ ンバ ー
,婚 入 してきた男たちを第2次 的メ ンバ ーと呼ぶ ことにす る。

つ まり,女 性 と異な り,ポ ンナ ップの男た ちの属す るアイナ ンは,結 婚後 は,2つ あ

ることになるわ けである。 こうした結婚 した男の母系出 自集団への二重帰属性は,彼

の子供 たち と彼の母系 出自集 団との強い結 びつ きと して表わされ る。 すなわ ち,後 に

述べ るように,彼 の子供 たちは,彼 らの母 の出自集団 に帰属す るとともに,彼 らの父

の母系 出 自集 団の準メ ンバー とみな され,彼 らと父 の母系出自集団 との間 に特別な権

利 と義務 の関係 が設け られている。 こう した母系 出自集団の男性 メ ンバ ーの子供た ち

を,ア ファクル(y畴ak侔)と 呼ぶ。 ポンナ ップの男た ちの親族集団における位置 とい

うものは,こ のように きわめて両義的でかつ媒介者的である。

N.親 族 名 称

 ポ ン ナップの親族名称は関係 名称 のみであ り,相 手 に直接呼 びか けるときには,つ

ね に個人名が用いられる。ポ ンナ ップの親族名称体系は,ω 世代,(2)性 差,(3)ア イ

ナ ン,に 基 づいて構成 されている。親族 を分類する重要な用語 は,"ハ ム(ham-)"「 チ

チ」,"イ ン(」吻 一)"「ハ ハ」,"プ ゥ イ(ρ ωの"「 キ ョウダイ(男 性 が話者 のとき)」 お

よび 「シマイ(女 性が話者の とき)」,"ハ キ(h疚i-)"「 シマイ(男 性 が話者の とき)」,

"ム ウ
ァンガ ェイ(mz�ngey-)"「 キ ョウダ イ(女 性 が 話者の と き)」,"ネ イ(n痒iy-)"

「コ」の6つ で ある。 この6つ の用語を順 に簡単 に説明 しよ う(略 号はF=チ チ,M

一ハ ハ,B=キ ョウダイ
, Z=シ マ イ, S=ム ス コ, D=ム ス メ, C=コ)。 最初 に,

血 族を とりあげる。

 ①"ヘ メイ(h疥痒)"「 私 のチチ」一 この語 は,話 者が男女 いずれであ って も,世

代 に関係な くエゴの父の クラ ンのメ ンバーのすべての男性 に対 して用いられ る(た と

えば,F, FB, FMB, FZS)。 ま た,エ ゴの世代 より上 の世代の女性 のクラ ン ・メンバ
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一のすべての夫 たちにも適用 される
。

 ②"イ ネイ(yin痒)"「 私 のハハ」  この語は話 者が男女 いずれで あって も,世 代

に関係な く,エ ゴの父の クラン ・メ ンバ ーの すべ ての女 性に 適用 され る(た とえば

FZ, FM, FZD, FMM)。 ま た,エ ゴのクラ ン ・メンバ ーの うち,エ ゴの世 代よ り

上の世代の女性 メ ンバ ーのすべてに適用 される(た とえ ばM,MM, MZ, MMZ,

MMM, MMMZ)。

 ③"プ ゥイ(ρ ω妙)"「 私 の キョウダ ィ」又 は 「私 のシマ イ」一 話 者が男性の場合,

エ ゴのクランの男性 メ ンバ ーは世代に関係 な くすべて この語 が用い られる(た とえば,

0,MB, MMB, ZS, MZS)。 ま た,父 の クランのすべての男性 メ ンバ ーのムス コた

ちに も適用 される(た とえば,FBS, FMBS, FZSS)。 話 者が女性 の場合,エ ゴ と同世

代の女性の クラン ・メ ンバ ーに用い られる(た とえば,Z, MZD, MMZDD)。 ま た,

父 のクランの男性 メンバ ー の ムスメ たちに世代 に関係な く用い られる(た とえば,

FBD, FMBD, FZSD)。

 ④"ハ キ(h疚iy)"「 私 の シマイ」  この語 は男性が話者である場合 に用い られる

用語で,エ ゴ と同世代 および下の世代の女性 のクラ ン ・メ ンバ ーに用いられ る(た と

えば,Z, MZD, MMZDD, ZD, MZDD)。 また,彼 の父の男性 クラ ン ・メンバ ー

の女 の子供た ちに関係 な く用 いられる(た とえば,FBD, FMBD, FZSS)。

 ⑤"ム ウァンガイ@痂 ㎎砂妙)"「 私のキ ョウダ イ」 この語 は女性 が話者であ る

場合に用い られる用語で,エ ゴと同世代 および上 の世代 の男性の クラン ・メンバ ーに

用い られ る(た とえば,B, MB, MMB, MZS, MMZS)。 ま た父のクラ ン ・メンバ

ーのムスコた ちに世代 に関係な く用いる(た とえば
,FBS, FMBS, FZS5)。

 ⑥"ネ イ(. nay2y)"「 私 の コ」 話 者が男性 の場合,彼 の子供 とその子供,彼 の ク

ランの男性 メンバ ーの子供 とその子供 に適用 され る(た とえば,C, CC, m, MBC,

MBCC)。 ま た,彼 の父の クランの男性 メンバ ーの子供の子供た ちに も適用 され る

(た とえば,FBCC, FMBCC)。 話者 が女性の場合,彼 女の下の世代 のすべての クラ

ン ・メ ンバ ーに適 用 される(た とえば,G, ZC, DC)。 また,彼 女 の父 のクランの男

性メ ンバ ーた ちの子供 の子供 たちすべてにも用い られ る(た とえばFBCC, FMBCC,

FZSGC)。

 これを図で示 してみよ う。図1は エゴが男性であ る場合の,エ ゴのク ランのメ ンバ

ーの親族名称
,図2は,エ ゴの父の クランの メンバ ーについてのエゴか らみた親族名

称である。

 この図か らも明 らかなよ うに,男 性 エゴにとって,自 分の 「チチ」は自分の クラ ン
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図1 エゴ(男 性)の クランの成員の親

   族名称

図2 エゴ(男 性)の 父のクランの成員

   の親族名称

には存在せず,ま た自分 の 「コ」 もまた自分の クランには存在 していない。 自分の ク

ラン ・メ ンバ ーた ちは 「キ ョウダ イ」 もしくは 「シマイ」 と 「ハハ」 だけである。図

3と 図4は,エ ゴが女性 の場合の図である。図2と 図4を 比較 してみると
,エ ゴが男

性で あれ女性であれ,エ ゴの父 のクランのメンバ ーた ちは,「 チチ」 と 「ハハ」の二

つの用語のみで表現 されて おり,両 者 に用語 上の違 いはな い。 しか し
,図1と 図3を

比較 してみる と明らか にな るように,エ ゴの クランのメ ンバ ーについては,エ ゴが女

性である場合 とエゴが男性で ある場合 とでは違 いがみ られ る。すなわ ち,エ ゴが女性

である場合,エ ゴの クラン ・メ ンバ ーに対 しては,「 キ ョゥダイ」,「シマイ」,「ハハ」,

「コ」の4つ の用語 が用い られているので ある。 これは,ポ ンナ ップの親族名称体系

においては,「 ハハ」 と 「コ」 関係 と 「キ ョウダィ シマイ」 関係 をとりわけ強 く意識

し,厳 しく用語の上で 区別 して いるか らで ある。

図3 エゴ(女 性)の クランの成員の親

   族名称

図4 エゴ(女 性)の 父のクランの成員

   の親族名称
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 ところで,図3に おいて示 されるように,エ ゴが女性で ある場合,彼 女の 「コ」は

彼女の クランの内部 に存在 しているとともに外部 にも存在 している。 これ らの クラン

内部の 「コ」 とクラン外 部の 「コ」の問 には 明確な区別 がなされてお り,エ ゴの クラ

ンの外側にいる 「コJた ち,つ ま りエゴのクラ ンの男性メ ンバーの"子 供 たち"を エ

ゴおよびエゴの クランのメ ンバ ーたちは,「 自分た ちの クランの"コ"」 と呼ぶ
。 さら

      ノ

にこうした 「自分たちの クランの コたち」 に対 して,す でに述べ たようにアフ ァクル

とい う親族用語を用いる。 したが って,ア ファクルたちは,彼 の父の クランの子供た

ち同士 という意味での 「キョウダイ シマ イ」の関係 にな るわ けであ る。「ア ファクル」

同士 の結婚 およびアフ ァクル と彼 のアフ ァクルの子供 との結婚は禁止 されている。 し

た がって,ポ ンナ ップでは交叉 イ トコ婚 は存在 しな い。

 グ ッドイナフは,ト ラック諸島の ロモヌムにおけるア フェキル(yefekyr)を 「相続

人」 と訳 したが[GooDENouGH 1966],ポ ンナ ップにおけるアファクルにつ いて も

この訳語がふさわ しい。 ポ ンナ ソプの習慣 によれば,新 しい夫婦 は,結 婚 に際 して,

それぞれの両親か ら土 地を分与 され,そ の双方 を合せた土地 が彼 らの土地 になる。 す

なわ ち,子 供 たちは息子で あろ うと娘であろ うと,彼 らの母 の クランか らだけで な く,

父 の クランからも土地 を相続する。ポ ンナ ップの伝統 的な土地所有の体系は,最 終 的

な土地所有権 は島の首 長にあ るが,実 際 には彼か らそれぞれのアイナ ンに永久 的に貸

与 された形式 をとってお り,し たが ってアイナ ンの土地 はそのアイナ ンのメ ンバーた

ちによ って管 理されている。そ してその土地 はアイナ ンを構成す るメ ンバ ーたちにさ

らに分割 して貸与されて いるわけで ある。 アイナ ンのメ ンバ ーた ちがそれぞれ任 され

た土地 は,彼 らが耕作 した り,管 理 しなけれ ばな らず,ま た彼 らの子供が結婚 する際

には,そ の子供 が女であろ うと男であろ うと彼 らの土地 を分与 しなけれ ばな らない。

このよ うな体系を とっているたあ に,ア イナ ンの土地 は,女 の メンバ ーが多ければ多

いほど増加 し,男 のメ ンバ ーが多い と減少す ることにな る。薪夫婦 は,そ れぞれの両

親か ら土地 を分与 されるが,夫 の父か ら与 え られた土地の真の相続者は彼 らの子供 た

ちであ り,妻 ではない。彼 らに子供が生 れな けれ ば,彼 らの土地 は,彼 らの死 後,も

との所有者,つ まり夫 の父 のクラ ンに取 り戻 されて しまう。彼 らに子供がで きた とき,

は じめてその土地は相続 された ことになるので ある。 アイナ ンに男の子供が多 く生 ま

れれば,そ の男 を通 じてアイナ ンの土 地は流 出 し,女 が多 く生 まれれば,そ の女 を通

じてアイナ ンの土地は増加す るわ けである。 あるアイナ ンに男の子供のみ しか生まれ

なければ,ア イナ ンの土地 はすべ てその男 を通 じて別 のアイナンに流出 し,そ の男た

ちが亡 くなるとともに,ア イナ ンおよびその土地 の双方 が消滅す ることにな る。 この
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ようにアフ ァクルつま りクランの男性 メンバ ーの子供は,父 の アイナ ンの土地 の相続

者であるが ゆえに,父 のアイナ ンに対 してさまざまな義務 を果 さなければな らず,も

しそ うした義務 を怠 ると,父 のアイナンか ら分与 された土 地を取 り上げ られて しま う

こともある。 アイナ ンは,そ のアファクルに対 してそ うした権利を有 して いるので あ

る。

 さて,こ れ まで は,ポ ンナ ップの親族名称 の うち,血 族 について紹介 してきたわけ

であ るが,次 に姻族 について も簡単 に言及 しておかねばな らない。姻族 を表 わすポ ン

ナ ップ語 は,オ ーヘイ(ク66ん動 である。姻族 は,① ある者の血族の配偶者,② ある者

の配偶者の血族,③ あ る者の配偶者の血族 の配偶者,の3つ の タイプに分 けて検討す

ることがで き る。 これ らの姻族 に言及す るために,ポ ンナ ップで は,血 族 を言及す る

ために用 いた語 も用い られるが,薪 しい用語 に も出会 う。 それ は配偶者 を意味 するロ

ーニーム(γ66π伽 ω一「私 の 配偶者」)と い う語で ある
。 この 語 は 「人」を 意味す る

「ロー(766-)」 と 「家」 を意味する 「イー云(一加ω)」 との合成語で,男 女 いずれの配

偶者 にも用い られ る。

 まず,エ ゴの父のアイナ ンのメ ンバ ー,つ まり 「私のチチ」 と 「私のハハ」 の配偶

者の名称をみてみよ う。彼 らはそれぞれ 「私のチチの配偶者」あ るいは 「私のハハの

配偶者」 として言及 され ることもあるが,「 私のチチ」の妻 は 「私のハハ」 と して,

「私のハハ」 の夫 は 「私の チチ」 として言及 される ことの方が多い。 エゴの アイナン

の メンバ ーの うち,「 私 のハハ」 の夫 は 「私のチチ」 と して言及 するのが一般的であ

る。 「私の キ ョウダ イ」 もしくは 「シマイ」の配偶者 について,男 性が話者で あると

きと,女 性 が話者であ るときに区別 して述べ る必要があ る。男性 が話者の ときの 「キ

ョウダイ」の妻 は 「私の キョウダ イの配偶者」と して言及 す るが,彼 女が年下の 「キ

ョウダ イ」の妻の場合で は 「私の配偶者」 と表現す ることもある。 これはかつて彼女

がエゴの潜在的な性的パ ー トナーで もあ ったか らであ る。「シマイ」の夫 は,「 私の シ

マイの配偶者」 とな る。 これ に対 して女性が話者で あるとき,「 キョウダ イ」 の夫 は

「私のキ ョウダイの配偶 者」 とな る。「私の コ」の配偶者 については,「 私の コの配偶

者」 もしくは 「私の コ」 が用 い られ る。

 ② のタイプの姻族 は,お おむね,夫 もしくは妻が言及 する名称 に一致す る。 た とえ

ば,妻 の 「チチ」 は 「私 のチチ」,妻 の 「ハハ」は 「私のハハ」,夫 の 「チチ」 は 「私

のチチ」,夫 の 「ハハ」 は 「私のハハ」 となる。 配偶者の 「キ ョウダイ シマイ」 につ

いては,た とえば,妻 の 「キ ョウダイ」 を 「私の配偶 者のキ ョウダイ」 として言及 し

たり,妻 の 「シマイ」 を 「私の シマイ」 あるいはかつては場合 にようて性 的パ ー トナ
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一 となることもあ ったので 「私の配偶者」 と して言及 した りす る
。おおむね こう した

表現がなされ るわけであ るが,妻 の血族 に対 して注 目すべ き用語が用 い られ ることが

あ る。す なわ ち,エ ゴが男の場合,世 代 に関係な く,彼 の妻の リネ0ジ の男の メン

バ ーたちを 「私の コ」 と呼ぶ ことがあ り,逆 にエゴの リネージの女 のメ ンバ ーの夫を

「私のチチ」 と呼ぶ ことがあ る。 これは,エ ゴ(男 性)の 子供 と妻 の リネージの男性

メ ンバ ー とが 「キ ョウダ イ シマイ」 の関係 にあることによ って いる。

 ③ のタイプの姻族 につ いて もほぼ上述 と同様の言及のされ方がなされる。 たとえば,

エ ゴ(男 性)の 妻の 「チチ」の配偶 者は 「私のハ八」 もしくは 「私の配偶者 のチチの

配偶者」 とな り,夫 の 「キ ョウダィ」 の妻 は 「私の配偶者の キ ョウダノの配偶者」 と

して言及 され る。

V.表 敬 ・忌避 行 動

 さて,こ れまでポンナップの親族名称をかなり詳 しくみてきたわけだが,以 下では,

こうした親族名称がどのような機能をもっているのかを,人 びとの行動を厳 しく規制

しているアッパ ロとよばれる行動の しくみをみることで検討 してみたい。

 この島を訪れた外国人は,上 陸 してから何日か経つと,島 民の奇妙な行動に目を止

めることになる。たとえば,あ る女が,男 の姿を見ると,そ の男を避けるかのように

腰に両手を回し,背 をかがめて,そ の男の視界から身を隠そうとする光景を目撃 した

り,座 っている男に女が四つんばいになり,は って近づいているといった光景を目に

するはずである。 これは,こ うした行動を見慣れない外国人には奇妙にみえるが,実

はその女がきまった男に対してアッパロを しているところなのである。

 アッパロとは,個 人が特定の親族員の前で相手よりも低い姿勢をとらねばな らない

という規制のことである。この語意は"腰 をかがめること"で あって,こ れはそうし

た低い姿勢が具体的には,腰 をかがめる行為で示されることに基づいている。アッパ

ロは一種の"礼 儀作法"で あるといえる。すなわち個人が自分よりも優位の立場にあ

る親族,つ まり日本的な表現を使 うと 「目上の人」にあたる親族 に対 して敬意を示す

行為として理解することができる。 しかもこの表敬行為はたんに自分より優位の立場

にある親族員の前で低い姿勢をとるだけでなく,可 能な限 り,両 者の物理的接近を差

し控えるという形をとるので,忌 避行動として も記述することができるわけである。

現在のこうした表敬 ・忌避行動は,1950年 代の前半頃にいったん廃止 されたが,ミ ク

ロネシア議会においてミクロネシァの伝統文化を守ろうという決議が採択された1960
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年代 の後半頃再 び復活 した ものであ る。 このため,廃 止以前の もの と比べ るとかな り

崩 れているとい う。 しか し,あ るイ ンフォーマ ン トによれば,北 西離島の中で もポ ン

ナ ップが もっとも厳 しくこの習慣 を復活 して以後守 って いる という。

 そ れでは,ポ ンナ ップの伝統的な ア ッパ ロはどの ような人 々に対 してなされ るので

あ ろうか。つまり,そ うした表敬行動を受ける親族員 はどのよ うな親族 名称 で述べ ら

れ る人であろ うか。また,ア ッパ ロは親族 関係 にお いて どのよ うな機能を もってい る

のだ ろうか。以下で,こ の疑 問を解 いてい くことにす る。

 ア ッパ ロは,「 ギョウダイ シマイ」 関係 にあ る人び との間でなされ る表敬・忌避行動

で,ク ランを基 準に して,(A)同 じクランに属す る 「キョウダ ィシマイ」間 と(B)異

な ったク ランに属す る 「キョウダイ シマイ」間,つ まりアファクル間,に おけ るもの

に区別 する ことができる。 また,(A),(B)の そ れぞれ はさらに性別 を基準 に して,(1)

同 性 の 「キ ョウダイシマイ」間 と(2)異な った性の 「キ ョウダ イシマイ」間 におけるア

ッパ ロに区別す ることがで きる。 さらに,同 性の 「キ ョウダ イシマイ」間のア ッパ ロ

は,「 キ ョウダイ」間 と 「シマイ」間 に区別 しうる。 順 を追 って,こ れ らのそれぞれ

の形 態において,エ ゴがどの ような人 にア ッパ ロをせねばな らないかを見てみ よう。

 最 初 は,(A)一(1)の 形 態 である。 このタイプには,上 述 したよ うに,「 キョウダイ」

間,「 シマイ」間 の二つの下位 のタイプがみ られる。最初 に,「 キ ョウダ イ」間のア ッ

パ ロを図を用いなが ら説明 しよう。図5は,エ ゴの リネ ッジを示 している(数 字は一

人の女 か ら生 まれた出生順位 を表わ している)。 エゴはこの リネ ッジの 男性 メ ンバ ー

た ちのだれ とだれ にア ッパ ロを行ない,だ れ とだれ にア ッパ ロをされ るのであろうか。

 ア ッパ ロをす る しないは,世 代 と出生順位 によって決定 され る。 したが って,エ ゴ

の本 当の母Hか ら生まれたN,エ ゴ,0の 三 人の 「キ ョウダイ」 の間 において は,エ

図5 エゴ(男)の クランにおける出生の順位
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ゴよりもNの 方が年上 なので,エ ゴはNに 対 してア ッパ ロを しなければな らない。 こ

れ に対 して,エ ゴより年下 の0は エゴに対 してア ッパ ロを しなければな らない。 エゴ

と同世代 のM,P,Rに 対 してはど うであろ うか。た とえMが エゴより年下 であろ う

とも,エ ゴはMに 対 して ア ッパ ロを しなければな らず,ま たPは たとえエゴよ りも年

上であろ うとエゴにアッパ ロをせねばな らない。なぜな らば,Mの 母Fと エゴの母H

とPの 母Jと は・彼女たちの夢当の母Bか ら生まれた姉妹の関係にあり・F・H・Jの

順に生 まれ たか らであ る。 つまり,エ ゴは,エ ゴの母Hよ りもMの 母Fの 方 が年上

であ るがために,Mに 対 してア ッパ ロをせねばな らないのである。 同様 に,エ ゴは,

エ ゴの母Hよ りもPの 母Jの 方 が年下なので,Pか らア ッパ ロをされ ることになる。

Rに ついてはど うであろ うか。Rに ついて も同 じ原理を適用 する ことがで きる。 エゴ

の母 の母Bと0の 母の母Dは,女 性Aか ら生 まれた本当の 姉妹であ って,Bの 方が

Dよ りも年上であ るので,エ ゴはRに 対 して年齢 に関係な くア ッパ ロをす る必要 はな

く,逆 にRか らア ッパ ロの礼 を受けることになる。 すなわ ち,同 世代の 「キ ョウダ

イ」間の ア ッパ ロは,彼 らの年齢に関係な く,世 代 をさかのぼ って,0人 の女性か ら

生 まれた順位 によって決定 され るわけであ る。 エゴより上の世代 の リネ ッジの メンバ

ーに対 して は,ど うであろうか。 エゴは自分 よ りも上の世代 の男 性の リネ ッジ ・メ ン

バ ーのすべてにア ッパ ロをせねばな らない。

 以 上の説明か ら,次 の ような ことが明 らかになるはずであ る。 すなわ ち,こ の リネ

ッジの男性 メ ンバ ーのなかで,だ れ にもア ッパ ロを しな くて もよい男が一人お り,そ

の男つ まりCが この リネ ッジの 「長」の位置に立 って いる。 そして彼 を頂点 に して,

ア ッパ ロをすべ き人 が少ない順 に,男 性メ ンバ ーたちはランクづけ られ,そ して この

ラ ンキングの一番下 に全ての男性 メンバ ーに対 して ア ッパ ロを しなければな らない男

Sが 位置づ け られ ることになるのである。 つ まり,こ の リネ ッジではC→E→G→1

→L→M→N→ エゴ→0→P→R→Sと いう順位が決定 してお り,Cが 亡 くな ると,

Eが リネ ッジの 「長」 の地位 につ き,Eが な くな るとGが その地位 を得 るわけであ る。

この ような ランキ ングの システムにおいては,年 齢の上下 はあま り関係ない。 た とえ

Rが エゴや0やPよ りもどんなに年を取 って いて も,彼 はエゴや0やPよ りも先 に

リネ ッジの 「長」 になることはできない。 したがって,さ きにポ ンナ ップのアイナ ン

は,長 老 た ちに指導 され,そ の最長老が リネ ッジの 「長(haynz�nl-en y痒in疣g)」 で あ

ると述べたが,厳 密 には以上のよ うな世代 と出生順位 によるランキング ・シス テムに

したが って リネ ッジの 「長」が選 ばれているのであって,必 ず しも年齢 が一番上であ

る長老 とい うわ けで はないのだ。
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 次 に 「シマイ」間のア ッパ ロを説明 しよ う。 「シマ イ」 間の ア ッパ ロも原理的には

男性の場合 と同様であ るが,女 性であ るエゴの属 す る リネ ッジ ・メンバ ーの うち,エ

ゴ と 「シマイ」関係 にあ るのは,彼 女 と同世代の女性 メ ンバ ーに限 られている。上の

世代 の女性 メ ンバ ーはすべて彼女の 「ハハ」であ り,下 の世代の女性メ ンバ ーはすべ

て彼女 の 「ムスメ」であ る。 したが って,「 シマ イ」 間のア ッパ ロは同世代 の 「シマ

イ」間に限定 されて いる。図6は,エ ゴが女性の ときの リネ ッジの女性メ ンバ ーた ち
                        き

の図で,エ ゴの世代の ランキ ングは,H→1→ エゴ→J→K→L→Mの 順 になる。す

なわ ちエゴは1とHに た い してア ッパ ロを しなければな らないわ けである。 なぜな ら

ば,女 性1は エゴの年上の本当の姉であ り,女 性Hの 母 は,エ ゴの母の本 当の姉であ

るか らである。.ま た,女 性のエゴの一つ上の世代の ランキ ングはD→E→F→Gで あ

り,二 つ上の世代の ランキ ング はB→Cで ある。

 このよ うな同世代の リネ ッジの女性のメ ンバ ー問の ランキングは,女 性のエゴの属

す る リネ ッジにおける男性の 「長」の地位 に対応 する女性 メ ンバ ーたちの女 性 の 「長

(.tine-hamwol-en-!a'evinang)」 の 地位継承順位を,男 性 における 「長」の地位 の場合 と

同様,つ ね 日頃か ら女性 メ ンバ ーたちに広 く周知 させてお くとい う効果を もって いる。

す なわ ち女性の 「長」Bが 死ん だ ら,そ の地位はCに 移 り,Cが 死 んだ ら,下 の世代

のDに 移 ってい くことを,女 性 メ ンバ ーはア ッパ ロを通 じて了解 して いるわけである。

たとえば,MはLよ りもどんなに年上であろ うとも, Mが 生 存 中には 「長」 の地

位 につ くことはで きないのであ る。

 このよ うに,男 性 の場合であれ,女 性の場合 であれ,同 性の 「キ ョウダイ シマイ」

間の アッパ ロは,「 キ ョウダイ シマイ」間に ランキングを作 り出 し,か つその ランキ

ングをア ッパ ロとい う表敬行動を通 じて 日頃か ら周知 させてお くという重要 な効果 を

図6 エゴ(女 性)の クランにおける出生の順位(男 性メンバーを除く)
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もって いる。エゴがア ッパ ロを しな ければな らない 「キ ョウダ ィシマイ」の エゴに対

す る権威は強力なもので,劣 位 にあ る 「キ ョウダィシマイ」 は優位 にある 「キ ョウダ

イ シマイ」の命令 や彼 らの決 めた規則 に絶対 的に服従 しなければな らない。それを破

る ことは,リ ネ ッジのメ ンバ ーとしての資格 を失な うことであ り,昔 は事実上"死"

を意味 していたのであ った。 まさ しく,ア ッパ ロとは,自 分 よりも優位な メ ンバ ーに

対 して 「尊敬 するがゆえに遠 ざか る」 ことを示す表敬 ・忌避行 動なのであ る。

 と ころが,(A)一(2)の 場合,つ まり異 性間のア ッパ ロは,同 性の 「キョウダイ」お

よび 「シマイ」間のア ッパ ロとは大分性格が異な ってい るよ うに思われ る。 それ は,

敬 意に満 ちた忌避行動であ るとともに性的忌避行 動を も意味 してい る。

 ポ ンナ ップの人 びとの考 えによれば,女 は男 よ りも劣 った人間であ るとされて いる。

大人 の女性を表わす ポ ンナ ップ語 ロープ ット(γ66似 脇)は,「 動物」 や 「人」を意味

す るロー(γ6の と 「汚れた」「悪い」 「望 ま しくな い」 を意味す るプ ッ ト(ρωπの とい

う語の合成語 である。 これは,女 性の月経 の血 を不浄 とみ るところか らきて いる。月

経 の血 は不作 や嵐 を招 くと考 え られてお り,キ リス ト教 に改宗する以前 は,月 経 にな

った女 は,月 経小屋(imz�pz�t「 汚れた家」= imzv「 家 」+pz�t「 汚れ た」)に 隔離

された。男 と女の優一劣 の対立 は,ポ ンナ ップ社会の さまざまな面 に示 されてお り,

た とえば右手 の ことを"男 性 の手(ρ αω伽 窺ω磁η)"と 表現 した り,"善 なる手(ρ α磁

声 γ)"と 表現 した りするの に対 して,左 手 は"女 性 の手(paz�n r� pzvut)"と か"悪 い

手(ρ αω伽 ㎎魔ωの"と して表現され る。すなわ ち,女 性 が子供 を生み,母 一子関係を

基準 にして親族集団が形成 されてい るに もかかわ らず,女 性 は社会的 に男 よりも劣 っ

た人間 であるとされ,そ れゆえに,女 は彼女の リネ ッジの 「キ ョウダ イ」のすべて に

対 してア ッパ ロを しなければな らないのであ る。

 しか しなが ら,同 じリネッジに属す る 「キ ョウダイ」 に対す る 「シマイ」の ア ッパ

ロは,「 キョウダ ィ」に対す る 「シマイ」 の尊敬 の念 に基づ く忌避 と してのみでな く,

性 的な忌避 としての性格 も強 く現われてい る。すでに述べた ように,ア イナ ンは外婚

単位 であり,同 じアイナンに属す る者同士が性 的関係 をもつ ことは厳 しく禁止 されて

い る。 同 じアイナ ンの異性の 「キ ョウダイ シマイ」間 にみ られ る忌避行動 はさまざま

なかた ちを とって示 され る。 たとえば,異 性 の 「キ ョウダ イシマイ」 は,同 じ部屋で

寝 ることはで きない。 女 は異性の 「キ ョウダイ」 の衣服な どに触れては な らな い。

「キョウダィ シマイ」が二人 だけで話を して はな らない。女が 「キョウダ イ」の姿を

見 かけた ら腰 をかがめて歩 かねばな らない。 また,ど う して も異性 「キ ョウダ イ」に

話 しか けた り,品 物を手渡 さなければな らない ときは,そ の男が座 っていたな らば,
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立 って もらって腰を屈 め彼 よ り頭 を低 くした姿勢で近づ くか,さ もなければ四つんば

い にな って近づかねばな らない。 そ して,こ うした異性の 「キ ョウダイ シマイ」間 に

課 せ られて いる禁止を破 った ものは,周 囲の人 びとか ら,近 親相姦つま りイ ンセス ト

を犯 して いるのではないか,と の疑 いをかけ られ る。イ ンセス トを表 わす ポ ンナ ップ

語マムモ ト・ンガ ウ@伽 初o飽 ηgαω)は 「悪 い配置」 という意味であ り,こ れ は,夜

に異性の 「キ ョウダイシマイ」が 同蓑す ることをメタ フォ リカル に表現 してい る。 こ

のよ うに,異 性のキ ョウダ イ間の ア ッパ ロには,こ うした性的 な忌避 も込 め られてい

るわけである。

 次 に,簡 単 に(B)一(1)の 場 合 と(B)一 ② の場合のア ッパ ロに触れておこう。 これ ら

の場合 のア ッパ ロもまた,(A)一(1),(A)一(2)の 場 合 にみ られた アッパ ロと同 じ基準

で優一劣関係が定 め られ,そ れ に基づいてア ッパ ロを行 なう。(B)一(1)に つ いて言 う

と,ア ッパ ロは同 じ性 のアフ ァクル間の ランキ ングを作 り出す と同時に,ア ッパ ロを

行 な うことを通 じてつね 日頃か ら,ア ファクルたちが互いにアファクル としての 「キ

ョウダ ィ シマイ」 関係 にある ことを確認 して いるとい う効果を もっている。(B)一(2)

につ いて言 うと,女 が彼女 の異性の アファクルに対 して 日頃か らア ッパ ロを行な うこ

とを通 じて,単 にア ファクル として の 「キョウダ イシマイ」関係の確認 のみな らず,

彼 らの間 にはイ ンセス ト・タブーが守 られてい ることを周知 させ るとい う効果 をも持

ってい るので ある。つま り,性 的忌避 と しての性格 も含まれて いるわけである。

 ポ ンナ ップ島民 は,キ リス ト教 に改宗 す るまでは,一 人前の大人 になるための イニ

シエー シ ヨン儀礼を受 けたが,そ の時 に大人 たちか ら受ける教育 ・訓練の 中に,こ う

したア ッパ ロをすべ き人 び とを覚 えるということが含 まれていた。若者に とって,ア

ッパ ロをすべ き人び とはかな りの数 にのぼ るが,し か しそ うした人び とと自分 との親

族 関係 を正 しく記憶 していない限 り,彼 らは島の中で一人前 の大人 と して動 き回 るこ

とはで きなか ったのであ る。 こうしたポンナ ップの伝統的なア ッパ ロの システムに比

べ ると,現 在のア ッパ ロの システムは,か な り崩れた ものになってい る。厳 しく守 ら

れているの は異性間のア ッパ ロで あり,同 性間の ア ッパロは,座 っている"長 老"に

立 った姿勢で話 しかけた り,"長 老"の そばで は立 った姿勢で別 の仕事を した りす るこ

とを控 えるといった程度 の表敬行動 にな って しま って いる。

VLま と め

さて,こ れまでの記述を通 じて,私 はある程度までポンナップにおける親族名称と
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ア ッパ ロ ・システムとの間の密接 な関係を提示 しえた と考え る。すなわ ち,ア ッパ ロ

が行なわれ るのは 「キ ョウダイシマイ」関係 にある人び との間 である。「オヤ」一「コ」

関係 にあ る人 び との間で はア ッパ ロは行 なわれ ない。 「キョウダィシマイ」 関係 にあ

る人 びとは厳 密に ランクづ け られ,優 位者の命令 は絶対で あり,ア ッパ ロで示 され る

表敬 ・忌避行動 によ って厳 しく規制 されて いる。 つま りアイナ ン内の政治(権 威)的

な秩序 は 「キョゥダイシマイ」関係の上 にうち立て られて いるのである。

 これ と対照的なのが 「オヤ」 と 「コ」の関係 であ る。 そ うした関係 にある者 たちは,

肉体的な接触が許 され,親 しみを もってつ きあ うことがで きる。「コ」た ちは 「オヤ」

たちに甘え ることができ,「 オヤ」 の命令 は絶対 的な もの ではない。 ときには冗談 を

交 わ し,無 駄 口をたたき,文 句を言 うことも許 されてい る。 「コ」 は 「オヤ」 の所有

物 を勝手 に使用す ることがで き,ま た 「オヤ」 は 「コ」 を,そ う した関係 の中で養育

した り教育 した りし,一 人前の大 人に育て上げ るのである。 すなわ ち,「 キ ョウダ イ

シマイ」関係を支 えているの は政治的権威 と性的忌避で あ るの に対 して,「 オヤ」一

「コ」関係 を支えているのは愛情なのである。

 グ ッドイナフ[GooDENouGH l 966]が 述 べてい るよ うに,ポ ンナ ップにみ られ る

ア ッパ ロは,か つて,ト ラック本島でも行なわれて いた もので ある。 しか し,は るか

昔 に絶えて しま った。 その結果,あ るインフォーマ ン トが語 るように,"若 者"が"長

老"に た いす る尊敬 の念 を失ない,ト ラックの社会 秩序 は混乱 をきた しているのだと

い う。 また,ト ラックにおけるア ッパ ロの消滅 は,ト ラックの親族名称 の変化 と関係

があるとされてい る。すなわ ち,ト ラックももとはポンナ ップと同様の クロウ型 の親

族名称 をもつ社会 であ ったが,い つの頃か定 かではないが,エ ゴの属す るクランのメ

ンバ0の うち,エ ゴより上 の世代の男のメ ンバ ーたちを,「 キ ョウダ イ」 としてでは

な く 「チチ」 と して分類 するようにな ったため,上 の世代 のメ ンバ ーとエ ゴの世代 の

メ ンバ ーとの関係 が,ポ ンナ ップ における"愛 情"を 中心 とした 「オヤ」一「コ」の関

係に変化 して しまい,そ れ に伴 って,「 キ ョウダイ」間 にみ られた表敬 ・忌避 行動が

混乱 した り,そ れ をす る必要 がな くな って,ア ッパ ロが消え去 ったのだ とい う。

 トラックの親族名称が クロウ型 か らハ ワイ型 へ と変化 した とい う確実な証拠 を私は

持たないので,こ こで提示す ることは控え るが,こ こに注 目すべ き事例が ある。 ポン

ナ ップではかつて トラ ックに長期間滞在 した男 によって,ハ ワイ型の親族 名称 体系へ

変更 すべきであるという提案 がなされた ことがある。 この提案 は島民 に支持されず,

彼 の リネ ッジのみがハ ワイ型 に切 り変えたが,い ろいろと不都合 が生 じ,次 第 にその

リネ ッジで もハ ワイ型の親族名称 は用い られな くなった。同様 の ことはポ ロワ ットで
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も生じ,こ こでは,3つ ある村のうちの1つ で採用され,こ のためポロワットでは伝

統的なクロウ型の親族名称を用いる人びとと,新 しいハワイ型の親族名称を用いる人

びととが共存しているという。

 このような事例をみる限りでは,カ ロリン諸島のある地域では,ク ロウ型か らハワ

イ型への移行がなされたのではないかと推測 したくなる。そうだとしても,で はそも

そもそうしたハワイ型 にどうして変 らねばな らないのか,そ の原因を文化史などから

も検討する必要があり,あ くまで個別事例にとどまっている。 したがって,当 面の課

題は,そ うした仮説を述べるよりも,ハ ワイ型の親族名称とクロウ型の親族名称をも

つカロリン諸島の島々におけるその構造一機能的側面の研究が深め られ,そ のような

タイプの親族名称をもつ社会での 「オヤ」と 「コ」の関係および 「キョウダイ」の関

係のあり方や表敬 ・忌避行動が,親 族名称とどのように対応 しているのかを明らかに

することであろう。そうしたデータが充分に出揃 ったとき,カ ロリン諸島のハワイ型

親族名称体系とクロウ型親族名称体系との比較が可能になり,両 者の関係についての

仮説も提出できるのである。親族名称の変化は,単 なる名称上の問題に留まらず,社

会関係 ・社会構造の変化を含む極めて重大な問題である。本稿ではリポンナ ップの人

びとの見解を述べるに留め,充 分なデータが集まった段階で,改 めてこの問題を検討

することにしたい。
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